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                                  対象：小学６年生以上 

1 本時の主眼 

「解放令」が出された後、身分上厳しく差別された人々が、多くのところで差別と生活苦に見舞われ

たことを学んだ子どもたちが、人々がどのように行動したのかを考える場面で、人々の動きを確認す

ることを通して、中には差別を跳ね返そうと自ら立ち上がった人々がいて、一部は権利を獲得できた

ことを知り、その行動の価値に共感し、自らの生活について考えることができる。 

２ 本時の位置 ２時間扱いの第２時 

前時…解放令が出され喜びで迎えられたが、多くの人々の生活は苦しくなり、差別は温存されたこ

とを知った。（『人権教育指導資料集』ｐ105 参照） 

３ 人権教育の視点 

○ 解放令を受けて、自ら人間の尊厳を求める人権確立の運動に立ち上がった人々がいたことを知る。

（知識） 

○ 自由と平等など権利を求めて行動しようとする生き方に共感する。（価値・態度） 

４ 指導上の留意点 

○ 単なる推測に終わらないように、資料①の具体的な取組から考えさせる。 

５ 展 開 

段

階 
学習活動 予想される児童・生徒の反応 指導・助言 時 備考 

導

入 

１ 前時の学

習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

・仕事が奪われ、税金が増え、生活が

厳しくなった。 

・人々の意識は今までどおりで、差別

はなくならなかった。 

・明治政府も対策をしなかったから、

差別は残り、生活はこれまでよりも

苦しくなった。 

・差別された人々は、それでも解放令

を受け入れたのかな。 

 

・前時分かったことを

発表させる。 

・特に人々の意識や明

治政府の取組を想起

させる。 
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展

開 

２ 解放令が

出た後の差別

された人々の、

行動を予想す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 資料①か

ら、差別された

人々の行動を

読み取る。 

 

 

 

・これまでも差別が続いてきたから、 

「やっぱり」と思ってあきらめた。 

・何か行動をおこすと、今までのよう 

に人々からひどい仕打ちをされる 

と思って、何もしなかった。 

・解放令が出たのだから、それを理由

にして闘おうとした。 

・みんなで話し合って、他の村人と同 

じようにしてほしいと訴えた。 

 

・他の村人と、同じように生活したい

と動き出した。 

・これまでの役をやめて、百姓と同じ

ようにしてほしいと願った。 

・他の村人と、一緒にできるようにな

 

 

 

・グループで予想する。 

・当時の社会や人々の 

様子に照らして考え 

られるようにする。 

 

 

 

 

 

 

・取組以前の様子を整 

理し、当時の様子を 

まず想像しておく。 

・権利として得られた 

こと、得られなかっ 
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資料① 

「K村の差

別 さ れ て

き た 人 々

の取組」 

解放令と部落解放運動            （社会科） 

 

「解放令」が出された後、差別された人々はどのような行

動をしたのか考えてみよう。 
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ったこともいくつかあった。 

・祭りを一緒にやることと、お坊さん 

のお話を同じように聞くことは拒否 

された。 

たことを整理する。 

 

ま

と

め 

４ 人々の行

動について思

ったことや疑

問を整理し、今

後の自らの生

活について考

える。 

・差別をされた人々は、あきらめずに 

闘っていたんだな。 

・自ら差別をなくそうというところが 

すばらしい。自らというところを学 

びたい。 

・前時では、差別はなくならなかった

と学習したのに、この村ではどうして

うまくいったのだろうか。 

 

・行動の価値について 

共有できるようにワ

ークシートに分かっ

たことを記入するよ

う促す。 

・Ｋ村以外のところで 

はなかなか運動が進 

まなかったことを整 

理する。 

・Ｋ村でもすべてがう 

まくいったわけでは 

ないこと。また、こ 

れ以降は難しくなっ 

ていったことも必要 

に応じて補足する。 
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ワ ー ク シ

ート 
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K 村の差別されてきた人々の取組            資料① 

取組（申し入れ） 結果 その他 

明治 5 年 

差別されてきた人々の

役目であった、牢番
ろ う ば ん

をや

めたい。 

牢番役
ろ う ば ん や く

をとかれる。 長野県全体の牢屋
ろ う や

にまとめら

れたため。 

お寺の「旦那
だ ん な

」にしてほ

しい。 

「末寺」というそれまでのお寺

の支配下にあるお寺の「旦那
だ ん な

」

になった。 

お寺では、それまでは百姓は

「旦那
だ ん な

」、差別されてきた人々

は「庭掃
に わ は き

」と表現していた。 

道普請
み ち ぶ し ん

（道路なおし）な

ど他の村人と一緒にや

りたい。 

村は認めなかったが、県の指導

で、一緒に行うこととなった。 

同時に消防組織も一緒になっ

た。 

明治 6 年 

諏訪神社の祭りを他の

村人と一緒にしたい。 

村から受け入れられなかった。 三度願い出たが、差別された地

域にも神社があるではないか

という理由で、三度とも受け入

れられなかった。 

明治 7 年 

村役人の選挙に参加さ

せてほしい。 

次回の選挙から参加すること

となった。 

この年の選挙については知ら

せがなく、結果だけが通知され

ていた。 

すもう興行
こうぎょう

を、他の村人

と同じように見させて

ほしい。 

見物賃を払ったうえ、見学でき

るようにした。 

 

すもうなどの興行
こうぎょう

に対しては、

これまではいろいろな役割を

担っていたので、無料で見るこ

とができた。しかし、差別され

た人々は「前の時代の役割を

拒否
き ょ ひ

したい」、また「他の村人

と同じように有料でよい」と願

い出た。 

お坊さんのお話（説教
せっきょう

）

を他の村人と同席で聞

かせてほしい。 

同席では聞かせられないとい

う返答が、村からきた。 

差別された人々は同席にして

もらえないなら、行かないと、

行くことを拒否した。 

  

（参照：「信州被差別部落の史的研究」尾崎行也著 柏書房） 

 


